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平成 28年 7月第50号

議
事
で
は
、草
ヶ

江
校
区
の
中
村
氏

を
議
長
に
選
出
し
、

27
年
度
事
業
、
決

算
報
告
お
よ
び
監

査
報
告
、
28
年
度

事
業
計
画
案
、
予

算
案
が
審
議
さ
れ
、

満
場
一
致
で
承
認

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
度
は
今
ま

で
以
上
の
事
業
の

充
実
を
図
り
、
活
力
あ
る
老
人
ク

ラ
ブ
に
向
け
、
一
層
ま
い
進
し
て

い
き
ま
す
。 

5
月
11
日
（
水
）、
福
岡
市
市
民

福
祉
プ
ラ
ザ
に
て
、
28
年
度
の
運
営

方
針
を
決
定
す
る
中
央
区
老
人
ク
ラ

ブ
連
合
会
総
会
が
開
催
さ
れ
、
来
賓

と
し
て
中
央
区
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

所
長
の
江
上
氏
、
中
央
区
社
会
福
祉

協
議
会
会
長
の
木
立
氏
な
ど
多
く
の

ご
臨
席
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
じ
め
に
佐
藤
会
長
よ
り
「
地
域

か
ら
の
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
期
待
が
大

き
く
な
っ
て
い
ま
す
。
一
層
の
活
力

あ
る
老
人
ク
ラ
ブ
を
目
指
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
式
典
で
は
多
年
に
わ

た
り
中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の

発
展
、
育
成
に
従
事
さ
れ
、
貢
献
さ

れ
た
方
々
等
へ
表
彰
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。（
詳
細
は
2
ペ
ー
ジ
掲
載
）

平
成
28
年
度 

総 

会 

開 

催

議事の様子

平成28年度 役員・運営委員
役職名 氏　名 校区・地区等
会　長 佐藤　光　　 南当仁

副会長
木内　潤子　 簀　子
柴田　宏　　 警　固

会　計 佐々木　一二郎 小　笹

監　事
石松　秋義 福　浜
金山　富佐重 平　尾

運 営 委 員
熊本　祐助 大　名
田中　かず子 舞　鶴

役職名 氏　名 校区・地区等

運 営 委 員

松井　正博 春　吉
松谷　紀久男 赤　坂
中村　厚資 草ヶ江
井上　宏 当　仁
小谷　享子 高　宮
榊　　留夫 笹　丘

女 性 部 長 船越　智恵子 当　仁
女性副部長 郡嶋　郁子 春　吉

期待に応える老人クラブへ
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中央区老人クラブ連合会では、「健康・
友愛・奉仕」の全国三大運動を目標に、
会員自らが、地域社会の支え手の一員と
して、これまで培ってきた豊かな経験、
知識を活かして地域社会に貢献するとと
もに、魅力ある楽しい老人クラブとする
ため、各種事業の推進や組織の活性化、
新会員の加入促進に努め、豊かで活力あ
る長寿社会の実現に向けて努力する。

① 自らの健康づくり及び地域と連携した友愛活動、
社会奉仕活動の推進

② 地域の支え手の一員として、文化、スポーツ活動、
ボランティアへの参加

③ 魅力ある老人クラブづくりと仲間づくりの継続的
推進

④ 地域諸団体の協力を得ながらの未加入高齢者に対
する老人クラブ加入促進の継続取り組み

中央区老ク連では次の方針のもと活動に取り組みます基 本 理 念

退任役員表彰
二川 　昭一 当　仁
藤田 　義一 笹　丘

単位クラブ功労者表彰

単位クラブ会長
大森 冨士子 春　吉
吉田 　優子 南当仁
緒方 　昭子 笹　丘

校区女性部長
伊勢田 裕子 赤　坂
小田 チヨ子 笹　丘

単位クラブ会員

久保 美恵子 平　尾
柳 　　智子 平　尾
竹原 　滋　 福　浜
早田 　歌子 福　浜

白寿を迎える会員 井出 　晴美 南当仁

平成28年度 表彰者一覧
中央区老人クラブ連合会 感謝状・祝い状 福岡市老人クラブ連合会会長表彰

全国老人クラブ連合会会長表彰

老人クラブ育成功労者表彰

単位クラブ会長

小野 　文憲 舞　鶴
菅 　　栄次 草ヶ江
村田 　繁行 福　浜
吉岡 　龍也 平　尾

校区・地区女性部長 佐田 　恭栄 大　名

優良老人クラブ表彰
福寿会 松谷 紀久男 赤　坂

高砂 1 丁目 1 区幸せクラブ 小谷 　享子 高　宮
第二小笹平和会 馬場 　明子 小　笹

2015活動賞・仲間づくり活動部門

春吉校区老人クラブ連合会 松井 　正博

優良郡市区町村老人クラブ連合会表彰

福浜校区老人クラブ連合会 石松 　秋義

受賞者の皆さん
おめでとうございます
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平成28年度　月別事業予定表

実施日 事　業　名 場　　所 対　　象

4

1 金 市　活動推進員辞令交付式 市民福祉プラザ（402）会長・副会長

8 金 会計監査 中央区役所 役員

12 火
市　総務部会
　　高齢者農園運営委員会

市民福祉プラザ（402）部会員

20 水 市　理事会 市民福祉プラザ（502）理事・監事

25 月 広報部会 中央区役所 部会員

27 水 4月期運営委員会 中央区役所 運営委員

5

11 水 総会 市民福祉プラザ（ホール）関係者

17 火 全老連女性代表者会議 東京都 女性代表者

23 月
市　総会 福岡市民会館 役員・会員

市　総務部会・理事会 福岡市民会館 理事・監事

25 水 5月期運営委員会 中央区役所 運営委員

26 木 市　広報部会 市民福祉プラザ（402）部会員

30 月 新任単位クラブ会長等研修会 未定 関係者

31 火 市　健康部会 市民福祉プラザ（402）関係者

6

2 木 市　教養文化部会 市民福祉プラザ（402）部会員

7 火 市　総務部会 市民福祉プラザ（402）部会員

14 火 市　女性部会 市民福祉プラザ（402）部会員

17 金 市　理事会 市民福祉プラザ（502）理事・監事

22 水 市　体育部会 市民福祉プラザ（402）部会員

23 木 6月期運営委員会 中央区役所 運営委員

24 金 市　伝承社会奉仕部会 市民福祉プラザ（402）部会員

27 月
教養文化部会
（囲碁・将棋大会準備等） 市民福祉プラザ（502・503）部会員

28 火 高齢者囲碁・将棋大会 市民福祉プラザ（502・503）関係者

30 木 体育・健康部会 中央区役所 部会員

7

1 金 女性部長会議（午前中） 未定 校区女性部長

6 水
市　高齢者保健福祉大会
　　運営委員会

市民福祉プラザ（402）関係者

7
・
8

木
・
金

九州ブロック
老人クラブリーダー研修会

福岡県 市　理事・監事

13 水 高齢者演芸大会リハーサル 中央市民センター 関係者

14 木
高齢者演芸大会 中央市民センター 関係者

女性部活性化委員会 中央市民センター 校区女性部長

26 火 市　高齢者囲碁・将棋大会 市民福祉プラザ（601・602）関係者

27 水
伝承社会奉仕部会（午前中）中央区役所 部会員

7月期運営委員会 中央区役所 運営委員

8

9 火 市　総務部会 市民福祉プラザ（402）部会員

17 水 市　理事会 市民福祉プラザ（502）理事・監事

24 水 8月期運営委員会 中央区役所 運営委員

9

1 木 広報部会 中央区役所 部会員

7 水 市　高齢者保健福祉大会 福岡市民会館 市民

13 火 市　健康づくりリーダー研修会 市民福祉プラザ（501）会員

16 金 市　広報部会 市民福祉プラザ（402）部会員

20 火 全国一斉「社会奉仕の日」 各校区 会員

27 火 市　教養文化部会 市民福祉プラザ（402）部会員

28 水
9月期運営委員会 あいれふ 運営委員

健康料理教室 あいれふ 運営委員、校区女性部長

実施日 事　業　名 場　　所 対　　象

10

3 月
高齢者グラウンド・ゴルフ大会
（4日予備日）

平和台陸上競技場 関係者

5 水
市　高齢者ゲートボール大会
（6日予備日）

山王公園 関係者

リーダー研修会 市民福祉プラザ（502・503）会員
5
・
6

水
・
木
全老連女性リーダーセミナー 東京都 役員

14

～

18

金

～

火
ねんりんピック 長崎県 関係者

19

～

25

水

～

火
市　高齢者美術展 アジア美術館 関係者

21 金 女性リーダー研修会 未定 女性会員

24 月 市　女性部会 市民福祉プラザ（402）部会員

26 水 10月期運営委員会 中央区役所 運営委員

31 月
高齢者健康スポーツ大会
（ウォーキング）

大濠公園 会員

11

1 火 市　高齢者グラウンド・ゴルフ大会
（2日予備日）

舞鶴公園 区代表者等

8

～

10

火

～

木
市　全国老人クラブ大会 富山県 市総務部会部員

16 水 市　総務部会 市民福祉プラザ（402）部会員
17
・
18

木
・
金
単位クラブ会長研修会 未定

役員
単位クラブ会長

22 火 11月期運営委員会 中央区役所 運営委員

24 木 市　理事会 市民福祉プラザ（502）理事・監事

12

6 火 高齢者ダーツ大会 中央体育館 会員

8 木 市　体育部会 市民福祉プラザ（402）部会員

14 水
12月期運営委員会

中央区役所 運営委員
高齢者作品展実行委員会

1

16

～

20

月

～

金
高齢者作品展 中央区役所 1階ロビー 関係者

19 木 市　健康部会 市民福祉プラザ（402）部会員

23 月
市　老人クラブリーダー
　　養成研修会

市民福祉プラザ（601）会員

25 水
1月期運営委員会
（女性部合同）

未定 運営委員、校区女性部長

2

7 火 市　伝承社会奉仕部会 市民福祉プラザ（402）部会員

14 火 市　総務部会 市民福祉プラザ（402）部会員

20 月 市　理事会 市民福祉プラザ（502）理事・監事

21 火 2月期運営委員会 中央区役所 運営委員

22 水 友愛訪問説明会 市民福祉プラザ（ホール）友愛訪問班・班長

23 木 市　高齢者ソフトダーツ大会 九電体育館 市民

3

1 水 市　女性部会研修会 市民福祉プラザ（ホール等）会員

7 火 市　総務部会 市民福祉プラザ（402）部会員

16 木 市　理事会 市民福祉プラザ（502）理事・監事

22 水 3月期運営委員会 中央区役所 運営委員

※「中央区老ク連だより」の発刊（平成 28年 7月および平成 29年 1月予定）
※�各種事業については、会場の都合や天候不順により、開催場所や日時を変更
することがあります
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2
月
18
日
（
木
）、
福
岡

市
市
民
福
祉
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

に
て
友
愛
訪
問
説
明
会
が
実

施
さ
れ
、
単
位
ク
ラ
ブ
会
長

を
は
じ
め
計
１
５
０
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
福
岡
市
職
員
東

日
本
大
震
災
復
興
応
援
コ

ン
サ
ー
ト
隊
の
皆
さ
ん
に

よ
る
演
奏
会
と
、
昨
年
12
月

の
被
災
地
で
の
コ
ン
サ
ー

ト
の
様
子
が
、
ス
ラ
イ
ド
を

単位クラブ会長研修会

会
長
41
名
が
参
加

山
口
の
歴
史
を
学
ぶ

単
位
ク
ラ
ブ
会
長
研
修
会

が
11
月
9
日
（
月
）、
10
日

（
火
）
の
2
日
間
に
わ
た
っ

て
行
わ
れ
、
単
位
ク
ラ
ブ
会

長
41
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

今
回
は
、
下
関
市
や
萩
市

を
中
心
に
巡
り
、
か
つ
て
幕

末
期
か
ら
明
治
期
に
活
躍

し
た
偉
人
を
輩
出
し
た
松

下
村
塾
な
ど
を
見
学
す
る

こ
と
で
歴
史
深
さ
を
肌
で

感
じ
ま
し
た
。 

使
っ
て
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
復
興
ソ
ン
グ
で
あ
る

「
花
は
咲
く
」
を
全
員
で
合

友
愛
訪
問
説
明
会

復
興
へ
の
思
い
重
ね
て

唱
す
る
な
ど
、
一
体
感
の

あ
る
コ
ン
サ
ー
ト
と
な

り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
事
例
発
表

と
し
て
、
舞
鶴
地
区
の
第

六
松
寿
会
、
小
野
文
憲
会

長
よ
り
ク
ラ
ブ
で
取
り
組

ん
で
い
る
友
愛
活
動
に
つ

い
て
発
表
が
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
市
補
助
金
の
実

績
報
告
の
仕
方
や
申
請
手

続
き
等
に
つ
い
て
中
央
区

福
祉
・
介
護
保
険
課
の
小

田
さ
よ
み
氏
に
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

《福岡市職員東日本大震災復興応援コンサート隊》
井料 田充（フルート）会計室会計管理課
江藤 孝子（打楽器）司会、社会福祉協議会
久山 千尋（ピアノ）土地開発公社
田中 陽介（ピアノ・サックス）城南区保険年金課

事例発表者の小野会長（左）
中央区福祉・介護保険課の小田氏（右）

様々なジャンルの曲を演奏
していただきました

毎
年
恒
例
の
中
央
区
高

齢
者
作
品
展
が
1
月
18
日

（
月
）
～
22
日
（
金
）
の

5
日
間
、
中
央
区
役
所
1

階
ロ
ビ
ー
で
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
作
品
展
は
中
央

区
に
在
住
す
る
高

齢
者
の
創
造
し
た

作
品
を
通
し
て
生

き
が
い
づ
く
り
の

促
進
に
つ
な
げ
る

こ
と
を
目
的
と
し

て
実
施
し
て
い
る

も
の
で
す
。
今
回

は
洋
画
、
日
本
画
、

書
、
写
真
、
工
芸

の
5
部
門
、
計
27
点

の
趣
向
を
凝
ら
し
た
作
品

が
来
館
者
の
べ
3
6
7

名
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し

た
。
中
に
は
作
品
を
購
入

し
た
い
と
い
う
声
も
あ

る
な
ど
、
作
品
一
つ
ひ
と

つ
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
を

感
じ
る
作
品
展
と
な
り

ま
し
た
。

中央区高齢者作品展 息
の
む
作
品

 
一
堂
に
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校区・地区
単位クラブ

福浜
校区

私
は
大
正
12
年（
１
９
２
３

年
）、
関
東
大
震
災
後
の
5

日
生
ま
れ
で
す
の
で
明
治
元

年
（
１
８
６
８
年
）
か
ら
55

年
目
に
生
ま
れ
た
こ
と
に
な

り
、
こ
の
前
の
朝
ド
ラ
「
朝

が
来
た
」
は
遠
い
昔
の
話
で

は
な
い
と
実
感
し
て
い
ま

す
。
我
な
が
ら
古
い
人
間
と

思
っ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
長
崎
か
ら
移
住

し
て
13
年
に
な
り
ま
す
が
、

長
崎
に
行
っ
て
も
浦
島
太
郎

で
ほ
と
ん
ど
知
人
は
無
く
、

こ
こ
福
浜
の
方
が
住
み
や
す

く
知
人
も
多
く
第
2
の
故
郷

で
あ
り
12
年
位
老
人
ク
ラ
ブ

の
活
動
に
参
加
し
て
い
ま

す
。
特
に
5
年
位
前
か
ら
は

小
学
校
の
低
学
年
の
授
業
に

参
加
し
た
り
、
農
園
で
春
や

秋
の
七
草
あ
る
い
は
姿
を
消

し
つ
つ
あ
る
草
や
花
木
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

私
の
目
か
ら
は
今
の
小
学

校
の
生
活
環
境
は
、
私
の
小

学
生
の
時
の
大
金
持
ち
の

坊
っ
ち
ゃ
ん
以
上
の
雲
の
上

の
人
の
よ
う
に
見
え
ま
す
。

現
在
の
よ
う
な
生
活
環
境
の

進
展
と
自
然
環
境
の
破
壊
が

進
め
ば
、
10
年
、
20
年
後
は

ど
う
な
る
の
か
想
像
で
き
ま

せ
ん
が
我
が
国
の
古
く
良
い

伝
統
や
文
化
は
ほ
と
ん
ど
陰

を
ひ
そ
め
て
お
り
、
体
力
は

低
下
し
、
考
え
る
力
は
低
く

な
る
と
想
像
し
て
い
ま
す
。

私
は
昨
年
秋
頃
、
小
学
校

2
年
生
の
「
生
活
科
」
の
授

業
に
4
回
参
加
し
て
、
手
作

り
お
も
ち
ゃ
の
作
り
方
を
指

導
し
ま
し
た
。
約
8
種
類
位

先
生
と
一
緒
に
作
り
、
そ
れ

を
見
本
に
各
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
作
業
し
ま
し
た
が
な

か
な
か
う
ま
く
で
き
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
れ
は
私
た
ち
が

子
ど
も
の
時
、
兄
弟
姉
妹
が

多
く
て
、
兄
姉
か
ら
教
え

て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た

し
、
年
上
の
友
達
か
ら
あ
る

い
は
近
所
の
お
じ
さ
ん
か
ら

教
え
て
も
ら
っ
た
り
し
た
作

り
方
の
コ
ツ
が
分
か
ら
な
い

の
で
す
。
そ
こ
で
要
点
を
各

グ
ル
ー
プ
に
教
え
る
と
皆
、

大
変
上
達
し
て
う
ま
く
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
1
年
生
を
招
待
し

て
、
体
育
館
で
自
分
た
ち
で

作
っ
た
お
も
ち
ゃ
で
一
緒

に
遊
び
、
使
い
方
を
教
え
た

り
し
て
楽
し
く
1
時
間
を

終
わ
り
ま
し
た
。
後
日
、
私

に
2
年
生
全
員
か
ら
手
紙

を
も
ら
い
、
私
も
う
れ
し
い

思
い
を
し
ま
し
た
。

今
の
幼
少
期
の
子
ど
も
は

同
じ
年
令
の
友
達
が
ほ
と
ん

ど
で
遊
び
と
い
え
ば
ゲ
ー
ム

や
ケ
イ
タ
イ
等
で
身
体
を
動

か
す
こ
と
が
少
な
い
の
で
体

力
が
年
々
低
下
傾
向
に
あ
り

ま
す
。
そ
こ
で
私
は
1
年
生

に
は
入
学
祝
い
と
し
て
特
製

（
竹
と
竹
串
で
制
作
）
の
竹

ト
ン
ボ
を
1
本
ず
つ
贈
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
幼
稚
園
で

も
同
じ
竹
ト
ン
ボ
を
持
っ
て

行
っ
て
昔
遊
び
の
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。

老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
お

互
い
の
親
睦
だ
け
で
な
く
地

域
社
会
の
た
め
に
も
活
動
す

る
こ
と
も
大
切
で
す
。

定
年
退
職
後
の
方
、
特
に

男
性
の
方
の
入
会
が
少
な
い

の
が
残
念
で
す
。 

春吉
校区

私
た
ち
の
老
壮
会
は
、
若

者
に
負
け
な
い
ほ
ど
の
日
々

健
康
増
進
に
い
ろ
ん
な
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
教
養
で
は
、
公
民
館

で
の「
認
知
症
予
防
」や「
振

り
込
め
詐
欺
」
や
「
人
権
」

や
「
脳
ト
レ
」
や
「
切
り
絵
」

や「
健
康
料
理
教
室
」等
の
、

学
習
を
繰
り
返
し
行
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
女
性
会
員

に
よ
る
創
作
ダ
ン
ス
グ
ル
ー

プ
「
ベ
ッ
ピ
ン
シ
ャ
ン
ズ
」

は
、
今
で
は
春
吉
の
代
名
詞

と
い
っ
て
も
良
い
ほ
ど
演
芸

大
会
で
は
数
多
く
の
賞
を
頂

き
、
活
動
の
励
み
に
な
っ
て

お
り
ま
す
。
毎
年
新
し
い
ダ

ン
ス
を
作
り
、
メ
ン
バ
ー
が

練
習
で
苦
労
し
て
い
る
姿
を

見
て
発
表
す
る
場
所
が
あ
る

の
で
頑
張
れ
る
の
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

次
に
ス
ポ
ー
ツ
で
は
、
毎

週
1
回
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ

ル
フ
」と「
ダ
ー
ツ
」に
日
々

腕
を
磨
い
て
い
ま
す
。
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
に
お
い
て

は
、
年
に
1
回
久
山
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
場
に
行
き
、

芝
生
の
上
で
の
練
習
が
会
員

の
皆
様
に
喜
ば
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、最
近
で
は
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
の「
卓
球
バ
レ
ー
」

を
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の

方
の
指
導
で
少
し
ず
つ
会
員

に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
毎
週
1
回

で
き
る
よ
う
に
推
進
事
業
し

て
い
き
ま
す
。次
に「
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
」
で
す
が
、
毎
月
1

回
、
季
節
の
花
を
見
る
の
を

中
心
に
、
い
ろ
ん
な
所
に
行

き
心
の
安
ら
ぎ
を
感
じ
取
っ

て
い
ま
す
。
会
員
の
中
で

は
、
自
身
の
趣
味
を
持
続
し

健
康
寿
命
を
延
ば
し
て
楽
し

い
日
々
を
過
ご
し
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。 

心
身
健
や
か
に
皆
で
元
気

春
吉
校
区
老
壮
会

■  
会
長
　
松
井
　
正
博

私
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

福
浜
第
五
福
寿
会■  

竹
原
　
滋
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小笹
校区

当仁
校区

は
じ
め
に
～
小
笹
地
域
と
密

接
な
人
生

　
昭
和
41
年
4
月
8
日
、
桜

花
爛
漫
の
中
、
当
時
の
国
鉄

筑
肥
線
・
小
笹
駅
で
降
り
た

1
人
の
青
年
が
平
和
5
丁
目

所
在
の
「
福
岡
県
警
察
学

校
」
の
門
を
く
ぐ
り
、
公
務

員
人
生
の
ス
タ
ー
ト
を
し
ま

し
た
。
同
年
10
月
、
小
倉
警

察
署
に
配
属
さ
れ
た
青
年
は

13
の
所
属
で
勤
務
の
後
、
平

成
14
年
9
月
に
退
職
し
ま
し

た
。
こ
の
間
、
妻
子
と
と
も

に
公
務
員
宿
舎
を
「
根
城
」

に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
多
く

の
方
々
と
親
し
く
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
今
で
も
懐
か
し
く

思
い
出
し
て
い
ま
す
。

　
昭
和
51
年
春
、
再
び
平
和

5
丁
目
に
居
を
定
め
た
青
年

は
、
そ
の
後
小
笹

に
隣
接
す
る
薬
院
、

桜
坂
地
区
で
勤
め

ま
し
た
が
平
成
14

年
、現
住
地
を
「
終

わ
り
の
住
処
」
と

定
め
、
以
来
地
元

の
先
人
に
導
か
れ

平
穏
な
日
々
を

送
っ
て
い
ま
す
。

単
位
ク
ラ
ブ
会
長
就
任
～
戸

惑
い
の
出
発

　
平
成
27
年
晩
秋
、
私
の
体

調
が
落
ち
着
き
か
け
た
頃
、

町
内
会
長
様
等
の
強
い
要
請

も
あ
り
、
第
九
小
笹
平
和
会

会
長
お
よ
び
平
和
3
丁
目
の

民
生
児
童
委
員
の
二
役
を
承

諾
し
ま
し
た
。
か
つ
て
の
ス

ポ
ー
ツ
青
年
も
髪
の
薄
い
高

齢
者
と
な
り
ま
し
た
が
舟
を

こ
ぎ
出
し
ま
し
た
。
師
走
に

入
り
、
連
合
会
、
町
内
会
な

ど
関
係
団
体
各
位
の
指
導
、

助
言
を
受
け
な
が
ら
友
愛
訪

問
、
配
食
活
動
な
ど
を
行
い

ま
し
た
。
と
は
い
え
「
見
る

も
の
」「
聞
く
も
の
」
全
て

が
初
め
て
で
あ
り
戸
惑
い
と

失
敗
の
出
発
で
し
た
。
こ
う

し
た
船
出
の
中
で
見
知
ら
ぬ

方
か
ら
の
礼
状
を
頂
い
た
際

は
感
動
と
と
も
に
さ
ら
な
る

前
進
の
決
意
を
し
ま
し
た
。

師
走
期
を
終
え
て
～
夢
の
実

現
へ

　
昨
年
末
の
活
動
開
始
か
ら

早
や
半
年
の
「
師
走
期
」
を

過
ぎ
、
改
め
て
自
分
に
課
せ

ら
れ
た
責
務
を
果
た
す
た
め

先
般
の「
通
常
総
会
議
案
書
」

を
再
読
・
吟
味
し
、
会
長
や

諸
先
輩
の
助
言
を
頂
き
な
が

ら
次
の
諸
点
を
実
践
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

①
友
愛
活
動
の
意
義
、
理
解

と
実
行

　
現
在
、
私
は
44
名
の
会
員

と
配
食
活
動
で
対
話
を
し
た

高
齢
者
の
方
々
を
含
め
50
数

名
の
方
々
と
交
流
を
し
て
い

ま
す
。
そ
の
中
で
「
会
員
を

知
ら
な
い
」「
話
せ
る
場
所

が
欲
し
い
」
等
の
声
を
耳
に

し
ま
し
た
。
解
決
策
の
一
環

と
し
て
バ
ス
ツ
ア
ー
に
参
加

し
に
く
い
仲
間
が
歩
い
て
来

ら
れ
る
「
集
い
の
場
」
を
数

カ
所
確
保
で
き
る
見
通
し
が

つ
い
た
の
で
9
月
に
は
第
1

回
の
サ
ロ
ン
を
開
く
準
備
中

で
す
。

②
会
員
増
と
生
活
の
充
実

　
昨
年
末
、
単
位
ク
ラ
ブ
会

長
と
な
り
地
域
の
各
種
行
事

に
参
加
す
る
中
で
か
な
り
の

知
己
を
得
た
こ
と
も
あ
り
、

増
員
目
標
を
5
名
と
設
定
し

て
対
話
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
力
点
を
置
い
て
い
る

の
は

◆ 

会
員
の
日
常
生
活
に
役
立

つ
情
報
の
収
集
・
提
供

◆ 

困
り
ご
と
解
決
に
向
け
た

真
摯
な
共
助
活
動

③
前
職
を
生
か
し
た
安
全
安

心
活
動

　
私
は
約
40
年
の
警
察
官
人

生
で
得
た
経
験
を
生
か
し
て

地
域
の
安
全
安
心
活
動
に
積

極
果
敢
に
取
り
組
み
ま
す
。

先
の
通
常
総
会
に
実
施
し
た

高
齢
者
対
象
の
「
特
殊
詐
欺

事
件
の
防
止
対
策
」
の
講
習

に
際
し
て
は
中
央
警
察
署
を

訪
問
し
協
力
を
頂
き
ま
し

た
。

　
地
元
の
治
安
の
要
で
あ
る

小
笹
交
番
に
も
積
極
的
に
顔

を
出
し
て
良
好
な
関
係
づ
く

り
を
行
い
、
地
域
住
民
の
安

心
感
の
醸
成
に
努
力
を
要
請

し
て
い
ま
す
。

お
わ
り
に
～
健
康
管
理
に
配

し
た
活
動
を
！

4
月
中
旬
か
ら
続
く
熊

本・大
分
地
震
の
被
災
者（
友

人
）
が
「
健
康
で
な
い
と
復

旧
活
動
も
ダ
メ
だ
」
と
強
調

し
て
い
る
こ
と
を
念
頭
に
置

き
、
体
調
管
理
に
も
配
意
し

な
が
ら
「
前
進
」
す
る
覚
悟

で
す
。

新
人
会
長
の
抱
負

第
九
小
笹
平
和
会

■  

会
長
　
米
徳
　
昭
男

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
て

第
3
仁
寿
会

■  

会
長
　
鶴
田
　
勇
夫

当
ク
ラ
ブ
に
入
会
し
て
、

6
年
ほ
ど
に
な
り
、
バ
ス

ハ
イ
ク
・
清
掃
活
動
な
ど

を
た
だ
参
加
す
る
だ
け
で

し
た
が
、
2
年
前
に
単
位

ク
ラ
ブ
会
長
を
引
き
継
ぎ

ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
一
般
会
員

と
違
い
こ
れ
か
ら
は
、
老
人

ク
ラ
ブ
の
事
業
計
画
を
理

解
し
「
健
康
・
友
愛
・
奉
仕
」

を
頭
に
入
れ
て
、
地
域
の

方
々
に
少
し
で
も
貢
献
で

き
れ
ば
と
い
つ
も
名
札
を

首
か
ら
下
げ
て
、
名
前
と

顔
を
覚
え
て
も
ら
う
た
め

に
、
公
民
館
の
催
し
、
各
ク

ラ
ブ
へ
の
参
加
、
仁
寿
会

で
の
道
路
清
掃
、
神
社
清

掃
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
、
男
の
料
理
、
大
濠
公

園
を
よ
く
す
る
会
、
よ
か
ぁ

西
公
園
を
し
ょ
う
会
な
ど

に
も
加
入
し
、
ま
た
今
年
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私
た
ち
幸
せ
ク
ラ
ブ
は

26
年
度
補
助
金
を
返
還
し

て
1
年
間
休
み
ま
し
た
。

そ
れ
ま
で
は
18
単
位
ク

ラ
ブ
あ
っ
た
の
で
す
が
、

訳
あ
っ
て
今
は
5
単
位
ク

ラ
ブ
で
す
。

減
少
し
た
理
由
は
補
助

金
申
請
、
使
い
道
の
仕
分

け
が
難
し
く
で
き
な
い
と

の
こ
と
で
す
。

そ
れ
で
も
私
た
ち
は
そ

れ
ぞ
れ
の
町
内
に
加
入
し

て
も
ら
う
よ
う
期
待
し
て

お
願
い
に
ま
わ
っ
て
い
ま

す
。
今
は
5
単
位
ク
ラ
ブ

で
す
が
、
毎
月
1
回
例
会
、

今
年
度
は
4
月
に
交
通
安

高宮
校区

全
教
室
に
参
加
。
今
後
は

そ
う
め
ん
流
し
、
七
夕
祭

り
、
体
育
祭
、
3
世
代
も

ち
つ
き
に
参
加
す
る
予
定

で
す
。

ま
た
、
私
の
町
内
で
は
毎

月
第
2
月
曜
朝
8
時
か
ら

公
園
の
お
掃
除
。
夜
8
時

に
は
月
2
回
パ
ト
ロ
ー
ル

に
参
加
し
て
い
ま
す
。

今
年
も
楽
し
く
協
力
し

合
い
な
が
ら
笑
顔
で
過
ご

し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

笹
丘
校
区
は
南
に
油
山
、

西
に
樋
井
川
筑
肥
道
に
有
名

な
お
地
蔵
さ
ん
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
由
来
の
六
地
蔵
は

享
保
17
年
、
約
2
8
0
年

前
の
2
月
頃
か
ら
雨
天
の
み

で
4
月
に
至
り
、
麦
類
は
腐

り
、
稲
の
苗
は
成
長
順
調
。

6
月
中
旬
頃
よ
り

葉
虫
茎
虫
が
生
じ

全
滅
状
態
と
な
り

ま
し
た
。
疫
病
が

流
行
し
、
生
命
を

失
う
も
の
も
多
く
、

博
多
の
義
あ
る
人

た
ち
は
、
義
金
を

募
り
荒
戸
浜
で
か

ゆ
の
炊
き
出
し
を

し
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら

餓
死
者
を
た
く
さ
ん
出
し
た

の
で
、
当
時
の
人
々
は
死
者

を
葬
る
た
め
、
6
体
の
地
蔵

を
造
っ
て
弔
っ
た
之
飢
人
地

蔵
と
か
供
養
地
蔵
と
い
い
ま

し
た
。
そ
の
他
11
体
を
含
め

て
今
日
で
は
人
に
よ
っ
て
商

売
繁
盛
、入
試
合
格
、就
職
、

健
康
、
交
通
安
全
、
縁
談

等
々
、
祈
願
し
て
幸
福
を
こ

い
願
う
た
め
の
お
参
り
を
す

る
者
も
多
く
な
り
ま
し
た
。

こ
の
た
び
は
熊
本
大
地

震
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。

今
年
度
4
月
に
笹
丘
校

区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
に

就
任
い
た
し
ま
し
た
。
私
ど

も
の
地
域
で
は
7
単
位
ク
ラ

ブ
で
構
成
さ
れ
て
会
員
数
約

3
6
0
名
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。

今
ま
で
は
校
区
主
催
の

グ
ラ
ウ
ン
ド
大
会
に
は
参
加

し
て
楽
し
い
時
間
を
過
ご
さ

せ
て
頂
い
て
い
ま
し
た
が
、

4
月
に
初
め
て
中
央
区
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
の
定
例
会
に

出
席
。
た
く
さ
ん
の
資
料
を

頂
き
、
い
ろ
ん
な
活
動
に
各

校
区
か
ら
参
加
が
あ
り
前
会

長
の
指
示
を
仰
ぎ
な
が
ら
提

出
し
て
い
ま
す
。
笹
丘
校
区

も
高
齢
者
が
多
い
と
聞
い
て

い
ま
す
。
最
近
、
弱
虫
を
食

い
物
に
す
る
悪
徳
商
法
も
は

び
こ
り
我
が
物
顔
で
生
き
て

い
る
状
況
は
許
せ
な
い
こ
と

で
す
。
し
か
し
、
現
在
の
世

の
中
の
仕
組
み
だ
と
守
秘
義

務
と
か
個
人
情
報
保
護
法
で

高
齢
者
の
確
認
が
難
し
い
の

が
実
情
で
す
。
高
齢
者
の
皆

様
が
安
心
・
安
全
で
暮
ら
せ

る
社
会
で
あ
り
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
最
近
、
地
震
情

報
も
テ
レ
ビ
や
新
聞
等
で
多

く
目
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
私
た
ち
も
い
つ
災
害

に
遭
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
心
構
え
は
必
要
で
す
。

活
力
あ
る
校
区
の
た
め
に
も

高
齢
者
に
で
き
る
こ
と
は
少

し
で
も
貢
献
い
た
し
ま
す
。

昔
か
ら
「
遠
い
親
戚
よ
り

近
く
の
他
人
」
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
い
ざ
と
い
う
時
、

近
隣
の
助
け
が
必
要
で
す
。

笹丘
校区

笑顔で手をつなぎ合う
笹丘校区老人クラブ連合会

笹丘校区老人クラブ連合会
■  会長　榊　留夫

お
互
い
に
出
会
い
を
大
切
に

声
を
か
け
合
う
の
が
大
事
で

す
。
1
日
1
回
は
外
出
し
、

テ
レ
ビ
を
観
な
が
ら
で
も
笑

う
こ
と
が
健
康
な
暮
ら
し
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

皆
様
方
が
楽
し
い
暮
ら

し
が
で
き
ま
す
よ
う
努
力
い

た
し
ま
す
の
で
今
後
と
も
温

か
い
ご
指
導
と
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

充
電
し
て
よ
り
強
く
広
く

高
宮
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

■  

会
長
　
小
谷
　
享
子

か
ら
当
仁
校
区
交
通
安
全

推
進
会
に
も
加
入
。
積
極

的
に
顔
を
出
し
動
い
て
い

ま
す
。
お
陰
で
、昨
年
度
は
、

新
会
員
増
強
運
動
に
貢
献

し
、
福
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ

よ
り
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

今
年
も
そ
れ
以
上
の
新
会

員
の
増
強
は
あ
り
ま
し
た

が
、
何
し
ろ
高
齢
者
が
多

く
差
し
引
き
増
の
規
定
に

は
、
届
か
な
か
っ
た
の
が

現
状
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

さ
さ
や
か
な
が
ら
も
当
仁

校
区
に
溶
け
込
み
元
気
な

老
人
ク
ラ
ブ
に
な
っ
て
い

け
ば
と
思
い
ま
す
。
現
在
、

当
単
ク
は
66
名
。
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20
年
位
前
、
当
時
の
町

内
会
長
が
自
分
の
周
り
の

方
数
人
を
集
め
て

小
さ
な
老
人
ク
ラ

ブ
「
敬
人
会
」
を

作
っ
て
活
動
さ
れ

て
い
た
。

私
は
町
内
会
の

会
計
と
な
り
、
老

人
ク
ラ
ブ
と
関
わ

り
を
持
つ
よ
う
に

な
っ
た
。
そ
の
後
、

簀子
校区

平尾
校区

守
ろ
う
、
つ
な
ご
う
、
育

て
よ
う
町
内
の
（
西
公
園
）

の
「
あ
い
こ
と
ば
」
で
す
。

バ
ス
道
路
、
子
ど
も
た
ち

の
通
学
道
路
の
横
に
、
四
季

そ
れ
ぞ
れ
の
き
れ
い
な
花

が
咲
き
、
行
き
交
う
人
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
西

公
園
1
区
は
最
近
ま
で
戸

建
て
の
家
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
時
代
の
流
れ
で
マ

ン
シ
ョ
ン
が
4
棟
ほ
ど
で

き
ま
し
た
。
1
0
0
世
帯

余
り
の
西
公
園
に
面
し
た

町
内
で
す
。
整
骨
院
、床
屋
、

居
酒
屋
、
酒
の
小
売
店
、
独

身
者
の
マ
ン
シ
ョ
ン
、
こ
じ

ず
っ
と
続
く
温
か
な
絆

敬
人
会■  

会
長
　
相
　
啓
子

願
い
し
た
。
初
代
会
長
は

1
年
後
、
市
へ
書
類
提
出

の
際
「
私
こ
う
い
う
の
苦

手
。
会
長
や
め
る
」
と
お
っ

し
ゃ
る
の
で
「
私
が
事
務

局
を
し
ま
す
か
ら
」
と
説

得
し
会
長
を
続
け
て
頂
い

た
。
私
は
そ
の
時
ま
だ
40
歳

代
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
男

性
会
長
が
続
い
た
が
、
ず
っ

と
事
務
局
を
し
て
き
た
。

当
時
福
祉
バ
ス
は
1
年

間
に
2
台
利
用
で
き
た
の

で
い
ろ
い
ろ
な
所
へ
出
か

け
た
。
忘
れ
ら
れ
な
い
の

は
、
ハ
ウ
ス
テ
ン
ボ
ス
へ

行
く
計
画
を
立
て
た
時
「
病

町
内
会
長
に
な
っ
た
時
、

そ
の
老
人
ク
ラ
ブ
「
敬
人

会
」
を
正
式
な
会
に
し
よ

う
と
夫
と
手
続
き
を
行
っ

た
。
会
の
名
前
は
そ
の
ま

ま
「
敬
人
会
」
に
す
る
こ

と
に
し
た
。
町
内
の
方
に

声
を
か
け
多
数
の
方
が
参

加
さ
れ
正
式
な
ク
ラ
ブ
と

な
っ
た
。

会
長
に
は
、
俳
句
が
好

き
で
活
動
的
な
女
性
に
お

花が咲きほこる花壇

弱
な
男
性
」
が
「
私
は
外

国
へ
行
く
機
会
が
な
か
っ

た
。
迷
惑
を
か
け
る
か
も

し
れ
な
い
が
ハ
ウ
ス
テ
ン

ボ
ス
へ
連
れ
て
い
っ
て
ほ

し
い
」
と
頼
ま
れ
、
ご
一

緒
し
た
。
彼
は
あ
ま
り
歩

け
な
い
の
で
船
に
乗
り
、

何
度
も
何
度
も
ぐ
る
ぐ
る

と
ま
わ
っ
て
い
た
。

し
ば
ら
く
し
て
亡
く
な

ら
れ
た
の
だ
が
奥
様
か
ら

「
オ
ラ
ン
ダ
に
行
っ
た
み
た

い
で
楽
し
か
っ
た
」
と
何

度
も
写
真
を
見
て
い
た
と

お
聞
き
し
た
。

最
近
、
初
代
会
長
を
は

じ
め
20
年
来
の
会
員
の
方

が
故
郷
や
娘
さ
ん
の
所
へ

転
居
し
て
い
か
れ
る
こ
と

が
続
い
て
い
る
。

寂
し
い
け
れ
ど
20
年
来

の
会
員
の
方
も
多
い
し
、

皆
仲
良
く
楽
し
く
活
動
し

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
会

員
を
増
や
し
て
い
き
た
い

と
思
う
の
だ
が
、
60
歳
代

の
方
は
ま
だ
仕
事
を
し
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
役
員

の
ま
わ
り
の
方
に
声
を
か

け
る
よ
う
に
し
て
い
る
の

で
、
1
人
で
も
2
人
で
も

会
員
が
増
え
た
ら
い
い
な

と
思
っ
て
い
る
。

ん
ま
り
し
た
ア
パ
ー
ト
が

3
つ
4
つ
、
静
か
な
町
内
で

す
。
新
し
く
町
内
会
長
が
決

ま
り
、
道
端
の
植
え
込
み
を

花
壇
に
と
い
う
意
見
で
み

ん
な
が
力
を
合
わ
せ
美
し

い
花
壇
が
で
き
ま
し
た
。

毎
月
第
3
日
曜
は
町
内

の
清
掃
日
で
す
。
子
ど
も
た

ち
も
参
加
し
、
花
壇
の
草
取

り
、
清
掃
、
水
や
り
、
苗
の

植
え
替
え
を
し
ま
す
。
私
た

ち
会
員
も
集
ま
り
3
世
代
交

流
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

春
に
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
、

パ
ン
ジ
ー
等
咲
い
て
い
ま
し

た
。
道
路
端
で
、
誰
か
い
た

ず
ら
し
た
り
、
花
を
持
っ
て

い
く
か
と
心
配
し
て
い
ま
し

た
が
、
誰
ひ
と
り
と
も
折
っ

た
り
、
持
っ
て
帰
っ
た
り
が

今
ま
で
あ
り
ま
せ
ん
。
花
壇

の
前
は
バ
ス
停
、
郵
便
局
も

あ
り
ま
す
。
道
路
の
並
木
の

葉
が
散
る
と
近
所
の
方
が
落

ち
葉
を
掃
い
て
い
つ
も
き
れ

い
に
し
て
い
ま
す
。

今
も
た
く
さ
ん
の
種
類

の
花
が
咲
き
、
通
る
人
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
も

う
す
ぐ
薄
紫
色
の
ア
ガ
パ
ン

サ
ス
が
咲
く
こ
と
で
し
ょ

う
。今
は
、白
の
マ
ー
ガ
レ
ッ

ト
、
金
魚
草
、
な
で
し
こ
、

花いっぱいの
　　　地域のオアシス

第二愛友会
■  会長　木内　潤子

ユ
リ
の
花
、
た
く
さ
ん
の
種

類
の
花
が
通
る
人
の
心
を
な

ご
ま
せ
て
い
ま
す
。
一
度
見

に
き
ん
し
ゃ
い
!!
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私
は
平
成
26
年
度
に
老

人
ク
ラ
ブ
「
赤
坂
福
寿
会
」

の
会
長
と
な
り
、
昨
年
27

年
度
か
ら
校
区
内
4
単
位

老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
な
る
老

ク
連
会
長
を
、
や
む
な
き

理
由
か
ら
お
引
き
受
け
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

校
区
運
営
委
員
と
し
て

中
央
区
老
ク
連
の
定
例
会

や
各
種
事
業
に
関
わ
る
よ

う
に
な
っ
て
2
年
目
と
な

る
現
在
、
他
校
区
に
比
し

て
我
が
赤
坂
校
区
の
高
齢

者
活
動
の
停
滞
ぶ
り
を
痛

烈
に
実
感
す
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

中
央
区
老
ク
連
で
の
各

種
事
業
の
中
、
グ
ラ
ウ
ン

ド
・
ゴ
ル
フ
を
除
い
て
赤
坂

校
区
は
ほ
と
ん
ど

参
加
で
き
て
な
い

状
況
を
知
り
、
昨

年
度
は
ど
の
事
業

に
も
「
必
ず
誰
か

に
参
加
し
て
頂
く

こ
と
」
を
連
合
会

長
と
し
て
の
最
低

の
任
務
と
捉
え
、

演
芸
大
会
、
囲
碁・

赤坂
校区

赤
坂
老
ク
連
の
現
状
と
課
題

赤
坂
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

■  

会
長
　
松
谷
　
紀
久
男

将
棋
大
会
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会
、
ソ
フ
ト
ダ
ー

ツ
大
会
、
全
国
一
斉
社
会

奉
仕
の
日
、
リ
ー
ダ
ー
研

修
会
、
高
齢
者
美
術
展
等
、

校
区
定
例
会
で
関
心
の
高

揚
を
図
り
、
ま
た
公
民
館
・

自
治
連
等
の
協
力
の
お
陰

で
初
年
度
の
初
期
目
的
を

低
レ
ベ
ル
な
が
ら
ク
リ
ア

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

幸
い
、
そ
の
中
で
平
成

17
年
度
に
副
会
長
と
し
て

再
結
成
し
た
、
赤
坂
3
の

1
・
2
・
5
・
6
・
9
区

を
エ
リ
ア
と
す
る
「
赤
坂

福
寿
会
」
に
つ
い
て
は
、

自
分
な
り
に
も
一
定
の
評

価
が
で
き
る
こ
と
が
、
現

会
長
の
立
場
と
し
て
う
れ

し
い
こ
と
で
あ
り
、
ま
た
、

あ
り
が
た
い
こ
と
と
感
謝

し
て
い
る
次
第
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
本
年

3
月
末
に
4
ク
ラ
ブ
の
中

の
「
大
手
門
ク
ラ
ブ
」
が

後
継
者
や
会
員
の
減
少
と

高
齢
化
を
理
由
に
解
散
と

な
り
ま
し
た
。
懸
命
の
引

き
留
め
策
も
叶
わ
ず
、
我

が
非
力
さ
を
痛
感
さ
せ
ら

れ
ま
し
た
。

一
方
、
昨
年
7
月
の
自

治
連
定
例
会
を
通
し
て
お

願
い
し
て
お
り
ま
し
た
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
存
在
な
き

エ
リ
ア
の
町
内
で
の
老
人

ク
ラ
ブ
立
ち
上
げ
に
つ
い

て
、
赤
坂
1
丁
目
4
町
内

で
、
従
来
の
第
1
栄
寿
会

を
含
ん
で
の
「
赤
坂
1
丁

目
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
」
が
4

月
1
日
設
立
総
会
で
立
ち

上
が
り
ま
し
た
。
昨
年
か

ら
の
変
遷
で
赤
坂
校
区
30

町
内
の
内
10
町
内
が
、
3

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動

エ
リ
ア
と
な
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
現
実
に
残
る
20

町
内
に
お
い
て
は
、
仮
に

老
人
ク
ラ
ブ
活
動
が
あ
れ

ば
参
加
し
た
い
と
思
う
高

齢
者
も
、
参
加
で
き
ま
せ

ん
。
15
年
前
の
私
が
赤
坂

公
民
館
主
事
と
し
て
お
世

話
に
な
っ
て
い
た
時
代
は
、

高
齢
者
教
室
「
け
や
き
大

学
」
で
の
関
わ
り
で
、
毎

月
10
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の

皆
さ
ん
の
活
発
な
高
齢
者

活
動
が
あ
り
、
懐
か
し
く

思
い
出
さ
れ
ま
す
。

現
在
、
校
区
に
は
4
つ

の
「
高
齢
者
サ
ロ
ン
」
が

民
生
委
員
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
も
と
月
1

～
2
回
熱
心
に
実
施
さ
れ
、

参
加
の
皆
さ
ん
は
そ
れ
な

り
の
楽
し
み
を
頂
い
て
お

ら
れ
ま
す
が
、
高
齢
者
が

元
気
で
長
生
き
す
る
た
め

に
は
、
保
護
を
受
け
る
だ

け
で
は
な
く
、
高
齢
者
同

士
で
支
え
あ
う
交
流
活
動

が
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
少
子
高
齢
化
の
厳
し

い
現
状
で
は
あ
り
ま
す
が
、

赤
坂
老
ク
連
会
長
と
し
て
、

自
分
の
体
力
と
情
熱
が
保

て
る
こ
の
1
～
2
年
の
間

に
、
赤
坂
老
ク
連
役
員
の

皆
様
と
の
共
同
作
業
で
、

さ
ら
に
多
く
の
単
位
老
人

ク
ラ
ブ
を
誕
生
で
き
ま
す

よ
う
自
治
協
・
公
民
館
の

さ
ら
な
る
ご
理
解
と
ご
支

援
・
ご
鞭
捷
を
賜
り
た
い

と
存
じ
ま
す
。

幸
い
に
も
、
新
年
度
の

赤
坂
校
区
自
治
協
議
会
役

員
の
中
枢
に
桜
坂
エ
リ
ア

の
自
治
会
長
さ
ん
が
半
数

を
占
め
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
し
、
新
公
民
館
長
も
桜

坂
地
区
の
自
治
会
長
と
の

こ
と
で
、
私
な
り
の
解
釈
で

す
が
今
ま
で
比
較
的
に
校

区
活
動
に
影
が
薄
か
っ
た

桜
坂
地
区
の
13
町
内
が
今

以
上
に
活
性
化
さ
れ
る
こ

と
を
祈
願
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
赤
坂
校
区
＝
赤
坂
の

赤
と
桜
坂
の
坂
が
由
来
で

あ
ろ
う
と
、
私
な
り
の
校

区
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ

う
、
私
た
ち
老
ク
連
も
精
一

杯
頑
張
る
所
存
で
す
。
既

存
会
員
の
高
齢
化
対
策
や

単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
新
設
・

会
員
増
強
と
課
題
は
大
き

い
け
れ
ど
も
、
次
の
世
代
の

元
気
で
長
生
き
な
高
齢
者

へ
の
環
境
づ
く
り
と
し
て
、

校
区
関
係
諸
団
体
の
皆
様

方
の
高
齢
者
へ
の
さ
ら
な

る
ご
理
解
・
ご
支
援
を
重

ね
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。
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主
人
71
歳
、

私
70
歳
、
来
年

は
結
婚
し
て
50

年
。
長
︱
い
月

日
、
い
や
短
く

も
感
じ
る
日
々

で
し
た
。

20
年
前
、
あ

る
日
突
然
、
主
人
が
片
目

を
失
明
し
て
か
ら
の
こ

と
、
生
き
る
気
力
も
な
く

な
り
自
分
で
命
を
…
う
つ

状
態
に
。
そ
ん
な
こ
と
も

あ
り
ま
し
た
が
、
主
人
は

自
分
で
家
庭
を
守
る
一
心

で
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。

3
年
位
前
に
臼
井
さ

ん
か
ら
功
寿
会
に
勧
め

て
頂
き
、
日
帰
り
バ
ス
ハ

イ
ク
、
旅
行
、
楽
し
い

楽
し
い
旅
で
し
た
。
初
め

て
旅
行
に
行
っ
た
時
、
お
な
か

が
痛
く
な
る
ほ
ど
、笑
い
、笑
い
、

帰
っ
て
か
ら
も
、
楽
し
い
会
話

に
う
つ
病
も
だ
ん
だ
ん
良
く
な

り
、
友
達
も
で
き
、
林
さ
ん
か

ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
も
勧

め
て
頂
き
、
毎
日
行
っ
て
い
ま

す
。
お
兄
様
、
お
姉
様
方
か
ら
、

ク
ラ
ブ
の
持
ち
方
、
打
ち
方
、

手
取
り
足
取
り
教
え
て
頂
き
ま

す
。
人
生
の
先
生
で
す
も
の
、

時
に
は
悩
み
や
お
酒
の
飲
み
方
、

踊
り
、
歌
、
漫
才
を
練
習
し
な

が
ら
指
導
し
て
頂
け
ま
す
。「
ゴ

ル
フ
」
ボ
ー
ル
打
ち
、
ま
っ
す

ぐ
に
行
き
始
め
、
穴
の
近
く
に

な
り
始
め
た
ら
、
つ
い
我
を
忘

れ
お
声
で
「
行
け
行
け
は
入
れ
」

「
行
け
、
行
け
は
入
れ
」
は
入
っ

た
。
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
踊
り
や
っ

た
ね
!! 

行
け
行
け
ば
あ
ち
ゃ
ん

最
初
は
軽
い
気
持

ち
で
や
っ
て
み
よ
う

か
な
、か
ら
始
め
た
フ
ラ
ダ
ン
ス
。

早
8
年
、
と
て
も
楽
し
く
踊
っ
て

い
ま
す
。

今
、
ど
こ
の
地
域
で
も
フ
ラ

ダ
ン
ス
教
室
が
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
私
た
ち
は
い
ろ
い
ろ
な
場
所

に
参
加
、
出
場
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
最
近
で
は

博
多
の
お
祭
り
、
博
多
ど
ん
た
く

演
舞
台
で
踊
っ
て
ま
い
り
ま
し

た
。
好
天
気
に
恵
ま
れ
、
踊
る
方

も
見
に
来
ら
れ
た
お
客
様
も
一
緒

に
な
っ
て
楽
し
め
た
こ
と
に
感
謝

で
す
。

子
ど
も
た
ち
と
の
交
流
会
や

地
区
の
夏
ま
つ
り
、
敬
老
の
日
の

お
祝
い
に
も
参
加
し
て
お
り
ま

す
。
舞
台
に
立
ち
、練
習
を
重
ね
、

自
信
を
持
っ
て
踊
り
、
間
違
え
て

も
笑
顔
で
返
し
ま
す
。
友
人
た
ち

頑
張
っ
た
ね
…
と
声
か
け
て
頂

き
、
笑
顔
。
心
の
中
で
や
っ
た

に
も
お
互
い
に
知
っ
て
い
る
曲
が

あ
れ
ば
練
習
し
た
り
発
表
会
が
近

づ
く
と
声
を
か
け
、
チ
ラ
シ
を
渡

し
た
り
楽
し
み
な
が
ら
頑
張
っ
て

お
り
ま
す
。

年
齢
を
重
ね
る
と
と
も
に
体

の
あ
ち
こ
ち
か
ら
ブ
レ
ー
キ
が
か

か
り
ま
す
が
リ
ハ
ビ
リ
と
思
っ

て
、
寝
た
き
り
に
な
ら
な
い
よ
う

に
日
頃
か
ら
体
を
動
か
し
無
理
を

せ
ず
自
分
の
体
調
を
考
え
な
が
ら

七
転
び
八
起
き
し
な
が
ら
頑
張
っ

て
い
ま
す
。

認
知
症
予
防
や
健
康
長
寿
を

目
指
し
て
続
け
て
い
け
た
ら
い
い

な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

1
世
紀
の
80
％
を
生
き
て
い

る
と
過
ぎ
去
っ
た
諸
々
の
事
象

が
脳
裏
に
浮
か
ぶ
「
老
い
て
は

子
に
従
え
」。
子
ど
も
の
頃
に
う

け
た
人
生
訓
だ
。
時
代
背
景
を

考
慮
し
な
い
と
誤
解
を
招
く
こ

と
に
な
る
が
。

高
齢
に
な
り
若
い
人
の
成
長

に
合
わ
せ
て
道
を
譲
る
こ
と

は
当
然
の
こ
と
で
年
代
に
よ

り
当
時
の
大
人
は
親
と
と
も

に
大
変
威
厳
の
あ
る
怖
ー
い

存
在
だ
っ
た
。

太
平
洋
戦
争
が
始
ま
り
み
ん

な
で
日
の
丸
を
振
っ
て
見
送
っ

た
時
も
村
長
さ
ん
や
軍
人
さ
ん

の
偉
大
さ
を
改
め
て
認
識
さ
せ

ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
戦
い
は

4
年
ほ
ど
で
終
わ
っ
た
が
、
戦

後
の
生
活
物
資
不
足
に
よ
る
価

格
高
騰
、
町
か
ら
買
い
出
し
に

来
る
人
た
ち
で
日
々
の
暮
ら
し

の
大
変
さ
を
改
め
て
知
る
こ
と

に
な
る
。
戦
後
の
復
興
期
に
は

家
族
み
ん
な
で
協
力
し
て
生
活

を
守
っ
て
き
た
。
今
は
、
核
家

族
化
が
進
ん
で
3
世
帯
の
家
族

が
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
。

夫
婦
と
そ
の
子
ど
も
も
成
人

草ヶ江
第
二
草
寿
会

草
場
　
佳
代

警固
第
三
百
壽
会

会
長
　
西
村
　
延
夫

日
々
を
詠
む

時
代
の
変
遷

功寿会に入って救われました 誕
生
日
あ
と
幾い
く
た
び度
を
迎む
か

え
む
か

花は
な
た
ば束
抱だ

き
て
カ
メ
ラ
に
向む
か

う

　

私
は
要
介
護
2
の
認
定
を
受

け
、
近
く
の
草
ヶ
江
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
お
世
話
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
毎
年
誕
生
日
に
な
り
ま
す
と

誕
生
会
を
開
い
て
い
た
だ
き
、
最

後
に
恒
例
の
記
念
撮
影
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
前
に
決
ま
っ
て
い
う
私

の
ひ
と
言
「
遺
影
に
す
る
か
ら
奇

麗
に
写
し
て
ね
」
と
。

　
冗
談
は
さ
て
置
き
ま
し
て
、
私

も
高
齢
で
す
か
ら
カ
メ
ラ
に
向
か

う
そ
の
時
の
心
境
を
詠
ん
だ
も
の

で
す
。

わ
が
国
の
　
何い
づ
こ処
を
問と
わ

ず
　
次つ
ぎ

々
と

起
り
来
る
地な

ゐ震
　
他ひ

と人
ご
と
な
ら
ず

万
歩
計
　
付
け
来
て
何な

に
ゆ
え故

　
近ち
か
み
ち道
を

歩
む
吾
か
と
　
お
か
し
く
な
り
ぬ

は
つ
か
な
る
　
年
金
暮
し
の
　
吾あ

が
家い
え
の

金か
ね

の
な
る
木
が
　
花
ま
で
つ
け
り

玄
関
に
　
吾
待
つ
子
猫
の
　
い
と
お
し
や

何
は
と
も
あ
れ
　
抱
き
あ
げ
に
け
り

す
る
と
親
元
を
離
れ
、
自
分
で

一
家
を
持
つ
た
め
、
高
齢
者
と

若
者
と
の
交
流
が
難
し
く
な
っ

て
き
た
。
科
学
の
進
歩
に
よ
り

ロ
ボ
ッ
ト
が
人
の
仕
事
を
代
行

す
る
な
ど
、
便
利
な
世
の
中
に

な
っ
て
き
た
が
、
果
た
し
て
こ

れ
で
い
い
の
だ
ろ
う
か
？ 
人
の

持
つ
潜
在
能
力
は
そ
ん
な
も
の

で
は
な
い
と
思
う
が
、
機
械
に

頼
り
す
ぎ
る
と
自
活
力
が
な
く

な
り
気
が
つ
い
た
時
に「
遅
か
っ

た
か
？
」
な
ん
て
こ
と
に
な
ら

な
い
と
い
い
が
…

南
当
仁

第六功寿会

小川　清香

随  想

舞鶴
舞
鶴
校
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

女
性
部
長
　
髙
窪
　
恵
美
子

私
の
好
き
な
生
き
が
い
づ
く
り

訪
い
た
れ
ば
　
ば
あ
ば
来
た
と
　
喜
び
て

ス
キ
ッ
プ
を
し
て
　
と
び
跳と
び

し
孫

ね
！ 

万
歩
計
も
毎
日
5
0
0
0

歩
は
歩
き
ま
す
。
お
陰
様
で
今

ダ
ー
ツ
に
も
月
に
1
回
で
す
が

2
、
3
回
し
た
い
で
す
。
主
人

も
お
陰
様
で
病
気
を
忘
れ
た
よ

う
に
元
気
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

（
お
兄
様
、
お
姉
様
）
功
寿
会
の

皆
様
か
な
…
？

雨
の
日
は
一
日
が
長
ー
く
感

じ
ら
れ
ま
す
。
雨
が
イ
ヤ
で
ご

ざ
い
ま
ー
す
。
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芋
植
え
の　

校
舎
に
ひ
び
く　

歓
声
が

ベ
ラ
ン
ダ
の　

ジ
ェ
ラ
ニ
ュ
ー
ム
が　

咲
き
ほ
こ
る

紫
陽
花
に　

犬
も
動
か
ず　

散
歩
道

久
し
ぶ
り　

香
り
と
食
感　

柏
餅

　
　
　
福
浜
校
区
　
福
浜
第
六
福
寿
会 

会
長
　
石
松
　
秋
義

大
師
堂
に
吹
き
ぬ
く
風
や
夏
兆
す

閻
魔
像
の
見
開
く
眼
白
牡
丹

護
摩
行
の
炎
の
匂
い
遍
路
寺

立
ち
尽
く
す
裂
け
し
大
地
に
虎
が
雨

春
光
や
二
人
で
覗
く
旅
案
内

一
輌
の
列
車
が
揺
ら
す
麦
の
秋

老
犬
に
皆
な
優
し
き
花
の
宴

　
　
　
南
当
仁
校
区
　
第
六
功
寿
会 

会
長
　
廣
渡
　
信
義

億
割
れ
る
増
え
た
人
口
髙
齢
者

墓
参
り
ま
だ
ま
だ
先
だ
黄
泉
の
国

奉
仕
の
日
掃
き
目
の
跡
に
落
葉
散
る

　
　
　
当
仁
校
区
　
第
八
仁
寿
会 

会
長
　
原
　
勉
　
　

雲
一
つ
な
い
五
月

晴
れ
の
12
日
。
糸
島

市
の
二
丈
鹿
家
の
初
潮
旅
館
で
、

笹
三
会
の
定
期
総
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
私
は
、
家
に
こ
も
り
が
ち

な
87
歳
の
母
を
久
し
ぶ
り
に
連
れ

出
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

行
き
の
バ
ス
の
中
で
は
「
腰
は

大
丈
夫
か
な
」「
ト
イ
レ
は
我
慢

で
き
る
か
な
」
と
気
が
か
り
な
こ

と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
青
い
空
と

ま
ぶ
し
い
ほ
ど
の
新
緑
の
山
々
を

眺
め
な
が
ら
お

し
ゃ
べ
り
し
て

い
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
が

過
ぎ
て
い
ま
し
た
。

バ
ス
は
、
糸
島
半
島
北
部
の
県

道
54
号
線
沿
い
に
二
見
ヶ
浦
に
進

み
、
大
き
な
夫
婦
岩
と
大
鳥
居
が

見
え
て
き
ま
し
た
。
次
に
訪
れ
る

時
は
、
夫
婦
岩
の
間
に
沈
む
夕
日

を
眺
め
て
み
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
後
、
素
朴
な
が
ら
も
格

式
の
高
い
佇
ま
い
の
桜
井
神
社
で

文
道
の
祖
、
菅
原
道
真
公
が
ざ

ん
言
に
よ
り
突
然
「
太
宰
権
師
に

左
遷
」
と
い
う
詔
が
発
せ
ら
れ
、

追
わ
れ
る
よ
う
に
都
を
あ
と
に
さ

れ
ま
し
た
。

長
い
旅
の
末
、
博
多
に
上
陸
さ

れ
た
時
、
今
の
薬
院
新
川
（
中
央

区
今
泉
）
の
清
流
に
臨
ん
で
水
鏡

に
姿
を
写
し
て
ご
覧
に
な
り
「
私

の
魂
は
長
く
こ
の
地
に
留
ま
り
苦

し
む
人
の
守
り
神
と
な
ろ
う
」
と

仰
せ
ら
れ
た
と
い
う
ご
由

緒
に
よ
り
、
そ
の
地
に
社

殿
を
造
立
し
、
容す
が
た
み見
天て
ん
じ
ん神

と
し
て
祀
ら
れ
て
お
り
ま

し
た
。

近
く
の
薬
院
新
川
に
か

か
る
橋
も
「
す
が
た
み
ば
し
」
と

し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
福
岡
城
築
城
の
際
、

黒
田
長
政
公
が
城
の
鬼
門
に
あ
た

る
現
在
地
に
奉
遷
し
、
城
下
全
体

の
守
護
と
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
後
、

2
代
藩
主
忠
之
公
が
社
殿
を
再
建

さ
れ
、
水
鏡
天
満
宮
と
し
て
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
以
降
、
こ
の
地
（
現
在

の
天
神
1
丁
目
、
2
丁
目
の
明
治

笹丘
笹
三
会

原
澤
　
美
紀

糸
島
に
て
佳
い
一
日

随  想

お
参
り
を
し
て
、
旅
館
へ
と
向
か

い
ま
し
た
。
定
期
総
会
は
、
12
年

と
い
う
長
い
間
、
会
長
を
務
め
て

こ
ら
れ
た
藤
田
さ
ん
に
感
謝
状
を

贈
り
、
今
年
度
会
長
に
な
ら
れ
た

龍
さ
ん
か
ら
の
ご
あ
い
さ
つ
を
い

た
だ
く
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。
議
事
は
、
次
々
に
進
み
、
い

よ
い
よ
お
楽
し
み
の
会
食
と
懇

談
。さ

す
が
に
、
海
の
そ
ば
と
い

う
だ
け
あ
っ
て
、
お
刺
身
は
新
鮮

で
、名
物
の
貝
汁
も
お
い
し
く
て
、

母
も
私
も
残
さ
ず
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
日
の
出
席
は
60
代
か
ら

90
代
ま
で
の
42
名
。
最
高
齢
は
96

歳
の
藤
吉
さ
ん
で
す
。
往
復
の
バ

ス
の
中
で
も
旅
館
で
も
皆
さ
ん
誰

も
が
に
こ
に
こ
さ
れ
て
い
て
交
わ

す
言
葉
は
「
楽
し
い
ね
」「
う
れ

し
い
ね
」「
気
持
ち
い
い
ね
」「
よ

か
っ
た
ね
」「
あ
り
が
と
う
」「
お

い
し
い
ね
」
で
し
た
。

い
つ
も
「
座
骨
神
経
痛
で
、
腰

が
痛
い
痛
い
」
と
言
っ
て
日
々
暮

ら
し
て
い
る
親
子
な
の
に
、
な
ぜ

か
帰
宅
す
る
ま
で
腰
の
痛
み
な

ど
す
っ
か
り
忘
れ
て
い
ま
し
た
。

き
っ
と
母
も
私
と
同
じ
だ
と
思
い

ま
す
。
言
葉
や
笑
顔
の
力
、
自
然

の
力
は
ど
ん
な
薬
よ
り
も「
強
力
」

だ
と
感
じ
る
一
日
で
し
た
。

笹
三
会
の
皆
様
、
よ
い
一
日
を

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

通
り
）
を
天
神
様
に
由
来
し
て

「
天て
ん
じ
ん神
の
町ち
ょ
う」
と
い
う
町
名
に
な

り
、
戦
後
、
天
神
町
に
変
わ
り
、

そ
の
後
、
町
名
改
正
に
よ
り
現
在

の
天
神
と
い
う
町
名
に
な
っ
て
い

ま
す
。

天
神
の
由
来
に
つ
い
て

大名
天
神
会

鞍
垣
　
五
郎

現在の姿見橋

寝苦しい夜は…
ぬるめのお風呂に入る

寝る前に軽い運動をする

体温が低くなるほど寝付きがよくなります。38 度くらいの
お風呂で汗をかき、体温を下げましょう。

運動をした後は体温が下がりやすくなるので、寝る前に運動
すれば眠りやすくなります。
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12
月
1
日
（
火
）、
中
央
体
育
館
に
て

第
6
回
中
央
区
高
齢
者
ダ
ー
ツ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
も
最
高
齢
の
重
松

さ
ん
（
大
名
）
の
笛
の
合
図
で
試
合
開
始
。

 

参
加
し
た
１
２
０
名
は
市
大
会
出
場
を
目

指
し
て
カ
ウ
ン
ト
・
ア
ッ
プ
と
ア
ン
ダ
ー
・

ザ
・
ハ
ッ
ト
を
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

　
思
わ
ぬ
好
投
に
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
仲
間

か
ら
拍
手
や
ハ
イ
タ
ッ
チ
で
迎
え
ら
れ
る

な
ど
、
終
始
和
や
か
な
雰
囲

気
の
中
、
試
合
は
展
開
し
ま

し
た
。

　
天
候
や
季
節
関
係
な
く
楽

し
め
る
ソ
フ
ト
ダ
ー
ツ
を
通

し
て
、
仲
間
と
の
心
の
交
流

を
図
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

大 会 結 果
Ａコート

優　勝 松下�キクノ 当　仁

準優勝 豊福�　利弘 笹　丘

第３位 中村　�健二 笹　丘

Ｂコート

優　勝 阿比留�匡子 赤　坂

準優勝 田中　�幸子 当　仁

第３位 津隈　�都子 当　仁

ご協賛頂きました皆様方へ
　

暑
さ
厳
し
き
折
、
一
雨

欲
し
い
今
日
こ
の
頃
で
す

が
会
員
の
皆
様
に
は
ま
す

ま
す
ご
健
勝
の
こ
と
と
存

じ
ま
す
。
今
回
発
行
い
た

し
ま
し
た
「
中
央
区
老
ク

連
だ
よ
り
第
50
号
」
を
お

届
け
い
た
し
ま
す
。

　

今
号
で
50
回
目
の
発

行
を
迎
え
、
今
ま
で
以
上

に
会
員
の
皆
様
か
ら
多

く
の
ご
投
稿
を
頂
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
皆
様
に
支
え
ら
れ

発
行
し
て
き
ま
し
た
「
中

央
区
老
ク
連
だ
よ
り
」
は

1
0
0
号
を
目
指
し
、

今
ま
で
以
上
に
、
ハ
ツ
ラ

ツ
と
し
た
皆
様
の
姿
や
、

投
稿
作
品
を
募
集
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ジ
ャ
ン

ル
を
問
わ
ず
た
く
さ
ん

の
ご
応
募
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

（
広
報
部
）

　

こ
の
た
び
は
﹁
中
央
区

老
ク
連
だ
よ
り
﹂
の
発
行

に
あ
た
り
ま
し
て
広
告
の

掲
載
を
い
た
だ
き
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
紙
は
、
会
員
が
豊
か

で
幸
せ
な
生
活
を
送
れ
る

よ
う
に
願
っ
て
発
行
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
末
永
き
ご

厚
誼
、
ご
支
援
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

 

中
央
区
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

編集だより

思い出
アルバム
思い出
アルバム

小笹校区　第八小笹平和会
佐々木  一二郎さん

髙島市長も参加し大盛況

準
備
体
操
も
し
っ
か
り
と

名
物
の
花
自
動
車

第 6回
中央区高齢者ダーツ大会

お見事命中！

博多どんたく港まつり

思わぬ好投に　 ッコリ

大濠公園ウォーキング大会

最高齢者
男性 重松�　一　�（92）大　名

女性 上原�テル子�（88）当　仁


